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論文内容の要旨
本論文は，加速器によって発生させた速中性子による放射化分析の分野に，迅速非破壊性を導入し，
その応用頒域の拡大をはかる目的で，新しい技術を開発し，関連する核反応の利用をはかったもので
7 章からなっている。
第 1 章は，緒論で，速中性子放射化分析の特長を検討し，迅速性と非破壊性を与えるために要求さ
れる技術開発の要点を吟味し，本研究の目的を述べている。
第 2 章では， 14MeV中性子発生装置を用いた迅速酸素分析計の開発を行ったところを述べている。
とくに新しい中性子束規格法を企画し，電気自:tcR回路によるモニタリングシステムを開発している。
これを全自動酸素分析計の試作に資すると共に，酸素分析における問題点を吟味し， 100 ~300 mgの
酸素を含む試料に対し 3~5%の標準偏差で分析結果が得られることを示している。
第 3 章では，プラセオジムとネオジムの混合試料中のプラセオジムの本法による分析にさいして，
生成するネオジム 141m の妨害ガンマ線を消去するため，プラセオジム -140 の陽電子崩壊に着目
し，同時計数法によってプラセオジム -140 の消滅ガンマ線のみを抽出測定している。なお同時計数
法の利用につき可能性の限界を検討している。
第 4 章で、は，最小二乗適合法を用いた計算コードを開発し，ヨウ化ナトリウム検出器で得た複合ガ
ンマ線スペクトルを解析し， 6 成分に上ろ 5L.;;~を含む放射化分析試料の非破壊同時定量に応用してい
る。またガンマ線スペクトルを測定する系のゲインの安定性とエネルギースケールの直線性が厳しく
要求さとることを示し，それらの改良法を検討すると共に，計算結果の信頼度と，検出可能な有意性
を示す尺度去計算コード内に導入して判定を容易にしている。
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第 5 章では，ゲルマニウム検出器を用いた多数元素の非破壊同時定量法の可能性を検討している。
またピーク面積法を用いた計算コードをスペクトル解析に応用し，その適用性を論じている。さらに
上記の方法を用いて，約60種の，元素から本分析法の適用対象となりうる 45元素を実験的に選び，それ
らの検出感度を求めている。
第 6 章では，数秒から 10- 4秒までの半減期をもっ短寿命核種を対象とした迅速非破壊放射化分析法
の拡張を試み， くりかえしパルス中性子照射法と新しく開発したガンマ線スペクトル遂次追跡装置と
を用いて，半減期数ミリ秒程度の数種のガンマ線スベクトルを観測している。さらにこの方法により
ヒ素，ビスマス，鉛の定量分析を行い，数ミリグラムから数グラムに至る分析にも適することを示し
ている。これに併せて開発した検出器過負荷防止回路は，照射試料の位置の測定のため移送する必要
がないようにしたため半減期10- 4秒に至る核種の分析を可能としている。
第 7 一章は，総括であり，本論文の概要と結論とを述べている。
論文の審査結果の要旨
本論文では，速中性子放射化分析法の方法論的検討を詳細に行い適用性の多い迅速非破壊分析法を
発展させている。その項目はつぎのようである。
a) 14MeV中性子発生装置を用い酸素の迅速分析計を開発している。
(2) プラセオジム -140 の消滅ガンマ線を同時計数することによりネオジムの共存妨害を克服してい
る。
(3) ヨウ化ナトリウム検出器による複合ガンマ線スペクトルを電算機により解析し，多種元素共存時
の同時分析に成功している。
:4) ゲルマニウム検出器の適用性をも検討している。
~ 5) 数秒以下マイクロ秒に至る半減期核種の分析を可能にしている。
以上のように本論文に見る業績は原子力工学の発展に多大の貢献をもたらすものである。よって，
本論文は博士論文として価値あるものと認める。
-480-
